
 
 

【令和６年度 事業計画書（ 強化・指導普及 ）委員会】 
富山県バレーボール協会 

 

・国際大会開催収益を原資としていた県協会強化費が先細りする中、県スポ協やゴールドウイン財団等からの補助金を有効活用していく必要性が高まっており、各補助金を効
果的に配分するとともに，参加者から参加費も募り，実効性のある事業を継続する。また、「指導者の養成・資質向上」を最重点課題とし，各講習会にて鋭意取り組みつ
つ，有資格者の養成・失効防止を図る 

 

事業の目的 事業の課題 事業の計画 期待される事項 予算執行計画 

強 

化 
 

 選手強化対策 
【高校・一般】 

 国スポ出場権獲得およ
び上位入賞 

 補助金引き下げ基調 

 北信越国スポ代表チームの効果的合宿・遠
征の計画・実施 

【目標】 
 成年男子・・・本大会出場 
 成年女子・・・本大会４位以上 
 少年男子・・・本大会出場 
 少年女子・・・本大会出場 
 ビーチ男子・・・本大会出場 
 ビーチ女子・・・本大会出場 

県スポ協「合宿・遠征事
業」補助金 

 他県強化状況調査 
(競技力・組織・施策) 

 国スポ等視察を通じた状況調査 
県スポ協「選手強化対
策」補助金 

 理学療法士会ﾃｰﾋﾟﾝ
ｸﾞｻﾎﾟｰﾄ 

 選手のｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ向上  高校公式戦全大会へ派遣 県協会強化費 

育
成
・
普
及(

小
・
中
学
生) 

【中学生】 
 競技者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
一貫指導 

 
 
 
 
 
 
 
 中学校部活動地域移
行への対応 
 
 

 中学生からバレーボー
ルを始めた生徒の競技
継続 

 
 実効性のある育成練習
会実施と選手発掘 
 

 
 
 
 
 
 
 正しい知識・技能・イン
テグリティ（高潔さ・品
位）を有した有資格者
の養成・確保 

 初心者でもラリーを行え
るルール検討 
  

 
 「発掘・育成練習会」実施 

中１(5.11~12   北電研セ)  
中２(11.30~12.1   〃  ) 
ビーチバレー(新規，５月～11 月（８月
を除く)の第一土曜日 岩瀬浜） 
※以上の練習会では，参加費：1000 円/
日を集金する 

 JOC強化練習会(8月～12月 県総ほか) 
 

 中学生カテゴリーの有資格の指導者把握，
養成のための施策を継続的に実施 

 
 
 女子ビギナー交流大会開催(2.11県総) 

 
 基本動作、基礎技術、練習方法等の一貫指導
による競技力向上、指導者の指導力向上 

 
 
 ビーチを志向する選手の発掘・育成 

 
 

 個の力の向上と，県内高校での競技継続 
 

 育成と普及を両立できる地域移行の展開 
 
 
 

 モチベーション維持と高校での競技継続（高校
競技人口の増） 

 
県スポ協「エリートユース
育成事業」補助金 
県協会強化費 
参加者参加費 
ゴールドウイン財団助成
金 
 
 
 
 
 
 
 
ＪＶＡ競技者拡大委
員会補助金 

【小学生】 
 

 小学生を対象とした育
成・普及 

 育成と普及の両立 

 
 アクア選手等によるバレーボール教室の実施 
 県スポ協「未来のアスリート発掘事業」への長
身等有望選手の派遣（小 5） 

 
 選手基礎技術力向上、指導者指導力の向上  
 高い身体能力・意識を持った選手の育成 

 
県スポ協「競技スポーツ
振興事業」補助金 

指
導
者
養
成 

 公認コーチ１資格保有者の新規養成と資格保有
者の失効防止・「学びの場」の提供 

 
 8/14～15 コーチ１専門科目養成講習
会実施(県総) 

 バレーボールに特化した更新研修の実施
（上記中 2発掘・育成練習会と兼ねる） 

 
 正しい知識・技能・インテグリティ(高潔さ・品
位)を有した資格者の継続的養成と維持 

 選手育成に対する課題の共有化 

 
受講者受講料 


